






















































A homework of time period measurement of physical pendulum to enhance the understanding of the 




































に（3）式で与えられる。6, 7, 9 ~ 11）
ただし、g は重力加速度の大きさ、h は回転軸の位置座標 











の場合、学生は最初に板の重心（ x G, yG ）に印をつけて




　　   座標（図 2の上部挿絵を拡大）








一方、G. B. Russeva ら 8） は、任意の形状に切った厚紙を
重心以外の任意の支点の周りで振り子運動させ、重心か
ら支点までの距離と周期の関係を測定させることにより、

















の周りの慣性モーメントI の計算 9, 10）は、この課題を解く
上で必須の例題である。
ここで、M は板の質量、a と b は長方形の板の一辺の長
さ、（x0 , y0 ）は図 1に示すように、長方形の一つの頂点（図
1の０点部分）を原点としたときの回転軸の位置座標を
表す。
品名 サイズ 数量 金額 入手先
無節の桧工作材
料の端材板
縦 40 ～ 70 mm, 
横 50 ～ 120 mm,




オフィスピン 針の直径 0.73 mm, 
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領』（平成 30 年 3月公示）に新たに定められた「総合的
な探究の時間」に関し、その学習活動としての生徒間の


















On the ‘Dialogue’ and ‘Co-operation’ in Japanese High Schools’ Integrated Studies:
A Theoretical Discussion Based upon Japan’s New Course of Study.
角谷　昌則
要　　旨
　2019 年度より新設される高等学校の「総合的な探究の時間」では「対話」や「協働」による学習が強調さ
れる。これは現代のように社会の分断が懸念される時代においては、社会的にも重要な意義のある学習活
動と言える。しかし、学習指導要領や同解説にはそうした活動を容易にこなす優秀な生徒を前提とするかの
ような記述が多いため、相対的にそうでない生徒たちへの対応が不十分となり、「対話」や「協働」の成果を
十分に上げられない可能性がある。このような事態の回避には、現状では優秀な生徒たちによる粘り強い取
組み姿勢と、担当教師による現実的な生徒理解に基づいた指導上の工夫に頼らざるを得ないのではないか。
